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点拠

防
災
拠
点
施
設
と
し
て
の

新
庁
舎

　
今
年
4
月
の
熊
本
地
震
で
は
、
市
町
の

庁
舎
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、
行
政
機
能

が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
、
市
役
所
で
は
災

害
対
策
本
部
と
し
て
の
指
揮
が
求
め
ら
れ
、

復
旧
作
業
や
被
災
者
支
援
に
加
え
、
平
常

業
務
も
継
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
自
然
災
害
の
中
で
も
、
特
に
大
規
模
地

震
の
場
合
は
建
物
が
倒
壊
し
、
市
役
所
庁

舎
へ
出
入
り
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。
庁
舎
の
中
に
は
市
民
皆
さ
ん

の
情
報
や
地
域
の
細
か
な
情
報
が
デ
ー
タ

や
書
類
で
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

ら
を
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
警
察
や
消
防
な
ど
関
係
機
関

と
の
連
絡
も
制
約
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
結
果
、
初
動
期
の
救
助
作
業
や
避
難
所

開
設
に
不
測
の
時
間
を
要
し
、
被
害
状
況

の
把
握
や
支
援
物
資
の
搬
送
に
大
き
な
影

響
が
出
た
り
し
て
、
そ
の
後
の
復
旧
作
業

が
大
幅
に
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
現
在
の
水
口
庁
舎
本
館
は
、
築
後
50
年

を
経
過
し
て
い
ま
す
。
耐
震
診
断
の
結
果
、

地
震
災
害
時
に
お
い
て
倒
壊
の
危
険
性
が

あ
り
、
災
害
対
策
本
部
と
し
て
の
機
能
を

維
持
す
る
こ
と
は
困
難
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
お
け
る
市
役
所
の
役
割
の
重

要
性
を
考
え
る
と
、
庁
舎
は
高
い
耐
震

性
や
安
全
性
を
確
保
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
途
絶
え
た
場
合
も
防
災
拠
点
と
し
て
機

能
し
続
け
る
建
物
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
新
し
い
庁
舎
は
免

震
構
造
を
採
用
し
、
電
力
も
自
家
発
電
設

備
な
ど
に
よ
り
、
3
日
間
の
自
立
稼
動
に

耐
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
含
め��

防
災
拠
点
エ
リ
ア
を
形
成

　
平
成
29
年
度
に
は
甲
賀
警
察
署
が
、
平

成
30
年
度
に
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
市

役
所
に
近
接
し
て
新
設
さ
れ
、
既
存
の
消

防
本
部
、
県
の
出
先
機
関
で
あ
る
甲
賀
土

木
事
務
所
と
と
も
に
、
新
た
な
防
災
拠
点

エ
リ
ア
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

　
災
害
時
に
は
、
市
役
所
・
警
察
・
消
防
・

甲
賀
土
木
事
務
所
に
市
民
等
か
ら
様
々
な

情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が

徒
歩
圏
内
に
位
置
す
る
こ
と
で
、
迅
速
な

情
報
の
共
有
化
や
各
組
織
へ
の
伝
達
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　
大
規
模
災
害
時
に
は
、
甲
賀
土
木
事
務

所
や
甲
賀
消
防
本
部
か
ら
、
職
員
が
市
の

災
害
対
策
本
部
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
も
見

据
え
、
市
で
は
庁
舎
整
備
に
併
せ
て
各
関

係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
具

体
的
に
構
築
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
こ
の
防
災
拠
点
エ
リ
ア
に
新

設
予
定
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
1
時

間
当
た
り
3
千
5
百
食
の
炊
飯
機
能
を
備

え
ま
す
。
災
害
時
に
は
食
料
供
給
の
自
立

を
確
保
し
て
、
避
難
者
や
関
係
者
へ
の
非

常
食
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
施
設
内

で
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
を
開
放
し
て
初
動
体

制
に
備
え
ま
す
。

　
市
で
は
市
役
所
庁
舎
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
隣
接
の
関
係
機
関
と
の
連
携
さ
ら
に

は
ス
ポ
ー
ツ
の
森
の
活
用
も
含
め
た
中
で
、

災
害
に
強
い
拠
点
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
市
民
皆
さ
ん
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し

を
守
り
、
有
事
の
際
に
も
迅
速
で
適
切
な

行
動
で
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
こ

と
は
行
政
の
責
務
で
す
。

　

市
で
は
、
防
災
拠
点
と
し
て
甲
賀
大
原

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
着
手
す
る

と
と
も
に
信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
建

築
設
計
に
つ
い
て
も
議
会
に
お
諮
り
し
て
い

ま
す
。
甲
南
庁
舎
も
耐
震
強
化
の
予
定
で

あ
り
、
既
に
耐
震
性
を
有
し
て
い
る
土
山

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
も
含
め
、
こ
う
し
た
防

災
拠
点
と
し
て
の
整
備
は
、
予
想
さ
れ
る

大
規
模
地
震
の
発
生
や
被
害
の
想
定
か
ら
、

市
民
皆
さ
ん
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め

の
大
切
な
事
業
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　市では、現在、防災拠点施設として市民皆さんの避難スペースを有する新庁舎の建設工事を進めています。
財源としては、平成３１年度までの合併特例として、建設費の３分の２もの国の支援が得られるものです。
　免震構造を有する新庁舎は平成２９年５月に完成する予定で、断層による直下型地震や警戒される南海トラ
フ地震が起きても確実に機能する建物になっています。この整備は、消防や警察など近接する関係機関との
連携協力体制により、被災後７２時間以内に必要な人命救助などの初動対応をより確かなものとするものです。
　４月に発生した熊本地震を教訓に、今、全国で庁舎の耐震性が問われており、防災拠点としての庁舎整備
や防災エリアの形成は喫緊の課題です。緊急性を市民皆さんと共有しながら防災力の強化に取り組みます。
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 新庁舎を中心とした防災拠点エリア

熊本地震により全壊し、行政機能を失った庁舎

防災拠点施設として整備する庁舎

９月１日は「防災の日」

2平成 28年 9月 1日平成 28年 9月 1日3


